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日本科学史上に特筆される/
いかだいみつよし    じねんとすいしゃ

筏井満好著『自然登水車』

筏井満好 (通称四興和衛門)(?～ 4835)は、

現高岡市上伏間江の和算家・絵熙斜作者で、越中

の和算家・瀾」量家で有名な石黒信由に師事し、そ

の右腕として信由の事業を長年支え森ハ物で蔓9ょ

『自然登査幕とゃ(1808年 )tよ、水を低所から高所
へ揚げる揚水車の研究書です。

水車に取り付けられた縦のピストン棒が斜めに

付けられた管を通して水を2mの高さまで押し上

げ、それによつて水車を回して水を lmの高さか

ら排出するという、いわゆる「永久機関」を目指

したものでした。

永久機関は、熱力学の法則により実現不可能で

あることが 19世紀半ばに分かつてきますが、こ
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